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1政 治 団 体 の 名 称 小松ゆたか後援会

政 治 団 体 の 区 分

□ 政 党 □ 政治資金規正法第18条 の2第1項

□ 政 党 の 支 部 規 定 に よ る 政 治 団 体

□ 政 治 資 金 団 体 回 そ の 他 の 政 治 団 体

□ そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 た る 事 務 所 の 所 在 地 長野市三輪1-5-19

(アパート・マンション名)電 弘第ニピル3F

(姓)(名)3代表 者 の 氏 名

関 隆教

活 動 区 域 の 区 分

□2以 上の都道府県の区域等 回 同一の都道府県の区域内

(姓)(名)q会計 責 任 者 の 氏 名

湯沢 角雄 資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓)(名)

湯沢 角雄

□ 有

回 鉦」噛、、

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

出を した者の 氏名

ロ 政治資金規正法 第19条 の7第1項

第1号 に係る国会議員関係政治団体

凹 政治資金規正法 第19条 の7第1項

第2号 に係る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者{姓)(名)
の 氏 名 小松 裕

(電 話)026-217-2160 資金管理 団体 の届{姓)(名)

公 職 の 種 類 衆議院議員

(現職・候補者の別)(現 職)

(電話)

(電話) 公 職 の 候 補 者 〔姓)(名)
の 氏 名{2人 目〕

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

公 職 の 候 補 者{姓)(名)
の 氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別}

諺 暫埋嚇 雇
資金管理団体の指定の期間

国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

から

まで

から

まで

(※複数の期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数の期間がある場合2っ め以降の期間)



(その2)取 支 の 状 涜 防一蜘 燗

1収 支の総括表

収 入 総 額 348,081
(前 年 か ら の 繰 越 額) 348,075
(本 年 の 収 入 額) 6
支 出 総 額 54,000
翌 年 へ の 繰 越 額 294,081

2収 入項目別金額の内訳

(D個 人の負担する党費又は会費

金 額

員 数(党 費又は会費を納入した人の数)

{2}寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0
(う ち 特 定 寄 附) 0

{イ}法 人その他 の団体か らの寄 附 0
働 政 治 団 体 か ら の 寄 附 0
小 計(ア)+(イ}+(ウ} 0
(寄附の うち寄附 のあっせん によ るもの} 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0
合 計(ア+イ) 0



ぐ ぐ 【エラーチェツク済】

(その6}

㈹ その他の収入

行番号 摘 要 金 額 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1件10万 円 未 満 の も の 6
合 計 6



rぐ 【エラーチェック済】

(その13)

3支 出項 目別金額の内訳

q}支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

q)人 件 費

② 光 熱 水 費 0
〔3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0
ω 事 務 所 費 54,000
小 計 54,000 0

2政 治 活 動 費

{1}組 織 活 動 費 0
{2}選 挙 関 係 費 0
{3}機 関紙誌の発行その他の事 業費 0 0
ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0
イ 宣 伝 事 業 費 0
ウ 政治資金パーティー開催事業費 0
工 そ の 他 の 事 業 費 0
(4)調 査 研 究 費 0
⑤ 寄 附 ・ 交 付 金 0
(6)そ の 他 の 経 費 0
小 計 0 0
合 計 54000



rぐ 【エラーチェツク済】

(その14}

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
{又は所在地}

備 考

1 監査報酬 ・政治資金監査 54,000 H28/9/12 田中会計事務所 東京都渋谷区恵比寿1丁 目7番13
号

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出

合 計 54,000



{その17}資 ぐ 産 等 の 状 ぐ況 膨 エッ燗

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 回

イ 建 物 口 回

駈

ウ 建物の亟査堂旦的と立至地上権ヱ昼土地の賃世錘 口 団

工 取 径 璽 価 螢 璽 皿 互 巴 堂 超 え 登 動 産 口 回

遠 金(豊 通 題 金 及 」匪当 座 預 金 を 険 《L≧オ
又 昼 壁 金(豊 通 壁 金 を 塗 《L1

口 団

力 金 銭 信 託 口 回

キ 査 価 証 拳 口 回

ク 出 資 に よ ゑ 権 型 口 回

ケ 貸付先ごとの残壷杢1旦旦互1丑堂超えゑ貸付金 口 図

コ 支 払ね 虹た 金題 杢 皿亘互置堂 超 丞至 激金 口 回

取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関す壁
口 回サ 利

シ 燈入先ごと璽残直塗皿 互置堂超え至盤入金 口 団



r ぐ 【エ ラーチ ェ ック済】

(その20) 宣 誓 書

添付書類(別 添のとおり}

回 1領 収書等の写し

口 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

回 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法 に従 って作成 した ものであって、真実に相違ありませ ん。

平成晦5月 22日

w

政 治 団体 の名称 小松ゆたか後援会

会計責任者の氏名 湯沢 角雄 働(印}

代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入すること)

{印)



政 治 資 金 監 査 報 告 書

平成29年5月15日

小松ゆたか後援会
■■、

代表 関 隆教 殿

琴騨轡 牙怖羅
轟

レ

レ

研 修 修 了 年 月 日 平成20年12月18日

車 1 監査の概要

、

(1) 私は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、

小松ゆたか後援会の平成28年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべ

し ての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細

書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係 る支出 目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書 の写 しを含む。以下同 じ。)に つ

いて、支 出に関する政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定 める ところに より政治資金適正化

委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュア

ル 」 とい う。)に 基 づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作

成又は徴収した収支報告:書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿等、明細書、領収書

等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

的書:について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す

る こ とにあ る。

し
(4) この政治資金監査は、同一の国会議員に係る複数の国会議員関係政治団体の政治資金

監査を実施したので、政治資金監査の効率的な実施のため、特定の事務所等に収支報
㌔P

告書及び会計帳簿等の関係書類を集めた上で、政治資金監査を行うことが適当である

」
～ と登録政治資金監査人が判断したためこの政治資金監査は、衆議院第二議員会館内の

当該議員事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施 した政治 資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項につ いて、会計帳簿、明細書、領収書

が保存されていた。なお、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振

込明細書 に係 る支 出 目的書については、該 当事項がないため存在 しなか った。

(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿 には、当該 国会議

員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関



係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第12条 第1項 に規定す

る収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細

書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されて

いた。なお、領収書等、領収書等 を徴 し難 かった支出の明細書については、該 当事項

がないため存在 しなかった。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、該 当事項がなかった。

智
3 業務制限

げ 小松 ゆたか後援会 と私 との問には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る事実はない。

また、小松ゆたか後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間に

お いて も、同様 で あ る。

し
以 上

し

「
-

秘


